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Ⅰ．はじめに 

私は今年の International Alliance of Research Universities の Global Summer 
Program において、イェール大学の Topics in International Economics というコース

に参加し、国際経済について勉強した。留学前に所属学科の国際関係論の必修科目にお

いて、国際経済の一通り勉強したことがあり、講義や演習を通してこの科目に興味を持

った。また小さい頃から途上国の経済発展に興味を持ってきた。そのため、アメリカに

おいてより多くの、新しい知識を吸収し、見方に触れ、理解を深めたいと考え、この度

の参加を決めた。 
当報告書では、まずイェール大学での５週間にわたる勉強や生活について紹介し、続

いて GSP を通じて自らの学習、国際理解への意欲に関する変化について述べる。最後

に GSP での留学経験を受けて、次の留学に向けての思いを簡単に述べ、結びとしたい。 
 

Ⅱ．イェール大学での生活 

 このイェール大学での５週間は、自分の限界に挑戦し続ける期間だったように思われ

る。というのも、大学４年になり、ふとこれまでの自分の人生を振り返ると、私は限界

に挑戦したことがなかったことに気がついた。どんなことに取り組む時も、私はつい自

分にできる限界みたいなもの想定してしまい、できる範囲以上のことには取り組んでこ

なかった。だから、大学卒業を前に自分の限界を超えてみたかった。そして IARU-GSP
というチャンスに恵まれ、私はアメリカという異国の地で、自分の限界に挑戦すること

となった。世界中から集まった一流の学生たちと一緒に、一流の先生のもとで、英語で

グローバルスタンダードの国際経済の勉強をすることがとてもチャレンジングに思え

た。 
しかし、それは想定以上のものであった。事前に届いていたスケジュール表を見る限

り、授業は週３日、一日２時間で、比較的余裕のあるプログラムだという印象を持って

いた。新しい環境と新しい友人に囲まれて、勉強に励みながらも、休日は観光できるだ

ろうと単純に考えていた。そのときの私にはアメリカの大学の厳しさというものを知ら

なかった。 
到着してすぐに寮が割り当てられ、アメリカ人や韓国人、シンガポール人と同じスイ

ートに住むこととなった。特にシンガポール人とは同じコースということもあり、生活



IARU-GSP 参加報告書  

2 
 

を共にすることになった。そこで最初にぶつかった壁、英語であった。シンガポールの

英語は「シングリッシュ」と言われるように、独特の訛りがあり、スイートメイトが何

を話しているのか最初は全く聞き取れなかった。「シングリッシュ」の壁のみならず、

同じコースのメンバーのほとんどが英語に堪能であり、流暢に話し、論文やテキストを

読む上で言語面での問題はない。私自身も、留学前から英語に力を入れてきており、英

語に自信はあったのだが、世界の学生との差を見せつけられたような気がした。 
講義がはじまり、本格的にプログラムが開始するとすぐに、指導教官から容赦のない

アサインメントを出された。講義は演習形式であり、アサインされた課題論文について

議論を交わすものであった。毎週８本ほどの論文が課題として出され、一方で教科書も

読まなければならない。週末には、これらをインテグレートして review paper の執筆

を要求された。また同時に国際経済の理論などを扱った演習問題(problem set)も毎週ア

サインされた。週３日の授業ではあったものの、こなさなければならない課題量はこれ

までに経験がないほど多かった。英文の読解には大きな問題はなかったものの、他の学

生と比べてはやはりスピードが遅く、人一倍努力する必要があった。授業中の議論もつ

いていくのが精いっぱいであり、なかなか発言することができず、もどかしかった。主

体的に、課題以外の文献も読み進めてさらに理解を深めたいと考えていたが、実際は課

された課題をこなすだけで精一杯であった。こうして、毎日他の学生よりも早く起きて

論文を読み、講義の時間以外は基本的に寮にある図書館に行って夜まで勉強する日々が

始まったのである。 
 課題に追われていると徐徐に、イェールでの生活リズムに順応しはじめた。毎週の課

題は相変わらず大変だったが、しかし自分の限界を超えたいとの思いで留学に来ており、

スイートメイトやほかの友だちも夜遅くまで勉強していたため、切磋琢磨の思いで必死

にこなした。課題を読むペースがあがったのをとても実感できた。Review paper も

problem set も合格することができ、諦めずに書いた甲斐があった。 
そこで３週目の週末には、同じ寮で仲良くなった友だちと一緒に、ナイアガラの滝へ

一泊二日の旅行へ出かけた。遊覧船に乗り、滝を近距離から眺めたのはとても感動的で、

友だちとコミュニケーションを深めることもでき、大変有意義な時間を過ごせた。とは

いえ、課される課題が多いのは変わらない事実。旅行の間も、長距離のバス移動という

こともあり、みんなで課題文献を携帯し、行き帰りのバスの中で、車酔いと闘いながら、

論文を読み進めた。旅行中も英語文献を必死になって読むのは、今回の IARU-GSP だ

けであろう。 



IARU-GSP 参加報告書  

3 
 

 
ナイアガラの滝。筆者撮影 

 
ナイアガラのほか、プログラムの一環としてコース全員でニューヨークを訪れ、国連

を見学し、国連職員からお話を伺った。普段の観光では見ることのできない場所に足を

運ぶことができ、国連総会が開かれるカンファレンス・センターでは特別に写真撮影が

許された。国連職員からは、紛争の背後にある経済の要因をお話いただき、大学の授業

で勉強することとはまた一味違う視点に触れることができた。 

 
ここで国連総会が開かれる。 筆者撮影 

 
 プログラムの終盤では、term paper に力を入れた。これまで学習してきたものを踏

まえた上で、自ら関心ある国際経済にまつわるテーマを設定し、A4 用紙 15 枚以上で書

けという課題であった。残り 1 週間強の間で、しかも英語で 15 枚も文章が書けるのだ
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ろうかと、非常に頭を抱えた。しかし、ここで今一度「限界を超える」という自分の目

標を思い出し、自分を奮い立たせた。私はこれまで開発経済に関心を寄せてきており、

今回の国際経済のプログラムを通じては、成長著しい中国の圧倒的な存在感と影響力を

感じ取ってきた。そこで、term paper では中国に触れ、government intervention と

経済成長を軸にテーマを設定し、時間の許す限り必死に執筆した。無事に term paper
を提出し、5 週間のプログラムを終えたときには、これまでに感じたことのない達成感

を味わうことができ、充実感に浸った。５週間共に頑張った仲間と別れるのはとても悲

しかったが、いつかまた絶対に再会できることを誓った。 
 

Ⅲ．学習、国際理解への意欲に関する変化 

イェール大学での GSP に参加する前は、東京大学での学問に励み、現在のグローバ

ル化の流れに乗るために、語学にも力を入れてきた。英語の講義にも積極的に参加し、

自ら関心をもっている開発経済を軸に講義を多数受講し、勉強してきた。しかし、今回

GSP に実際に参加して、それがまだまだ足りてはおらず、世界の学生と比べてまだま

だ努力をしないといけないと痛感した。また演習形式の授業形態ということもあり、積

極的な発言が求められたが、自分にこれが一番足りなかった。残りの学生生活の中では、

積極的に考え、発言をしていきたいと思う。 
グローバル化が加速度的に進展する中で、今後日本の未来を担っていく私たちは、同

世代の世界の学生と対等に渡り合っていくことになる。そうした際に、意見をはっきり

と主張するという意識・態度の違いは、また主張することができるという能力は、数年

後、数十年後に大きな差になって現れる。これによって、日本があらゆる面で大きく引

き離される時代がいずれやってくるかもしれない。日本の国際社会におけるプレゼンス

を高め、世界のどこにいても自分が日本人であることに誇りを持っていける国にしてい

くためにも、この大学生という期間に、自らの意見をしっかりと持つ人間性をはぐくみ、

自らの勉強方法を改善していく必要があると感じた。 

日本人と他国の学生の賢さを単純に比較することはできないが、欧米などのトップ大

学とされる大学に日本人が圧倒的に少ないことからも、学力レベルにおいて日本が世界

に遅れをとっている点は否定できないであろう。この夏のイェール大学だけを見ても、

中国人学生が圧倒的に多く、日本はとても少なかった。イェール大学国際課の先生もお

っしゃっていたが、日本はこれからもっと変わっていかなければならない。学生はもっ

と世界へ出ていかなければならないと思う。東京大学がグローバルスタンダードに合わ

せて、９月を新年度とするのは良いきっかけになるかもしれない。制度の改革には困難

は必ず付きまとうが、ぜひ実現してほしい。今回の GSP では、国際的な教育事情への

理解が深まったと同時に、常に世界に目を向けて勉強に取り組んでいく必要性を改めて

感じた。 
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Ⅳ．次の海外留学への関心 

5 週間という長いようで短かったイェール大学への留学は、世界中から訪れた学生と

肩を並べて切磋琢磨し、ネットワークも大きく広げることのできる有意義なものであっ

た。そしてアメリカという国、そして他国の価値観についての理解も、わずかながら深

まったように思われる。特に授業中 EU のことについてヨーロッパから来た学生たちが

熱く議論していたことが印象深い。これまであまり EU に詳しくなかったため、その文

化や現状をすこし垣間見ることができた。また、今回の私自身の留学の目的である、「自

分の限界を超える」ことができ、充実した生活を送ることができた。これと同時に、自

分の勉強に関するこれまでの意識や態度についても改めて考えさせられた。帰国後は、

残りの学生生活のなかで、今回の留学で得られたものをしっかりとフィードバックして、

卒業論文に活かしたいと考えている。この度の留学で私自身の知的好奇心はさらに刺激

され、今後はぜひまた海外の大学院へ留学したいと考えている。その際は、この度の

GSP での経験を活かして、新たな姿勢で国際経済、開発経済の勉強をさらに進めてい

きたいと考えている。 
終わりに、こうした貴重な勉強の環境や、私の知見を広げる機会を与えてくださった

東京大学、日本学生支援機構、並びにイェール大学に感謝の意を示したい。 
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